
ないことだ。
　宮原氏は、「これら
の課題を踏まえて、久
留米市ではデータセン
ターを経由する境界分
離型のセキュリティで
はなく、クラウドで一
元管理できるゼロトラ
スト型のネットワーク
の構築を目指しまし
た。ネットワーク製品
も同一メーカーで統一
することで、一元的に
管理できる仕組みを構築したのです」
と語る。
　さらに宮原氏は、将来的なデジタル
教科書の普及などを見越し、200台を
超える大規模なアクセスによるネット
ワーク環境についても調査を実施。そ
の結果、回線の速度は十分に出ている
にもかかわらず、数百台を超えると端
末が「つながらない」「遅延する」とい
う事例に直面した。
　そこで判明した理由の一つが、プロ
バイダーの多くはセッション数に上限が
あるということだ。セッション数とは同
じタイミングで発生する最大同時接続
数のこと。これが上限に達すると、ネッ
トワークの動きが滞り始めることが分か
り、さまざまなプロバイダーサービスの
比較検討を開始した。そうしたなかで
注目したのが、セッション数の上限がな
く、高速大容量をうたう教育用インター
ネットプロバイダーのBELLNETだ。同
サービスのトライアルを実施したとこ
ろ、数百台を超える接続にもスムーズ
で支障がなく、パフォーマンスと価格の
バランスも良いことから、久留米市の小・
中学校の教育ICT環境に適していると
判断された。

高速大容量通信を実現

　BELLNETとは、GMOインターネッ
トグループ株式会社のバックボーンを
利用したNTTフレッツ上の教育機関向
けインターネットプロバイダー。IPv6、

IPoE方式をベースに高速大容量通信を
実現し、導入端末数やデジタル教材な
どのリッチコンテンツ化も見据えながら
柔軟に帯域を確保している。
　BELLNETを提供するベルウッド株式
会社代表取締役の鈴木慎也氏はこう語
る。「ネットワークの仕組みなどは言葉
で説明してもなかなかイメージが伝わ
りません。ですから、まずは無償のトラ
イアルで体感していただき、その利便
性を皆さまに納得いただいています」
　GMOインターネットグループでアラ
イアンス事業部長を務める高田幸一氏
は、「当社は、これまで業界に特化した
サービスを提供してきました。今回の
GIGAスクール向けのインターネットサー
ビスもその一つです。教育現場だからこ
そ快適かつ安価にご利用いただけるよう
に、当社の総合力を最大限に発揮した
サービスとなっています」と自信を示す。

文科省もネットワーク構築を補助

　文部科学省は、GIGAスクール構想の
1人1台端末の活用が自治体ごとに大き
な格差がある理由の一つを、「ネットワー
クの遅延や不具合である」と明確に分
析。それとともに、学校のネットワーク
環境に対してアセスメント（調査・診断）
を実施したうえで、問題点の改善を促
している。2023年度（令和5年度）補
正予算では、1校当たり100万円を上限
として、費用の3分の1を補助する方向
性を示しているのだ。

　ベルウッドの鈴木氏は、「こうした流
れを受けて、BELLNETの導入実績は
112の自治体、学校数では1000校以上
に達しています。無償でのトライアルを
含め、現在も多くの引き合いをいただい
ています」と語る。
　今後は、子どもたちが学内外からネッ
トワークに自由にアクセスして協働学習
を行う、大人数で一斉にデジタル教科
書にアクセスするなどといった機会が
増大することで、よりネットワークの安
定性が問われる。
　鈴木氏は今後の学習環境について、

「ICT環境は2 ～３年で激変するでしょ
う。当社はその変革に対応できるような
サービスを提供して、これからの教育を
サポートしていきます」と話す。GMO
インターネットグループの高田氏も、「環
境は常に変化していくものです。私たち
も時代の変化に合わせて教育現場に最
適で安定したサービスを提供し続けて
いきます」と語る。
　最後に、Indicators of futureの宮原
氏は久留米市教育委員会での経験を踏
まえ、教育関係者にこうメッセージを
送った。 「現在のネットワーク環境に問
題があるのであれば、速やかに対策を
講じることが大切です。文部科学省で
もそれを推奨し、そのための補助を行っ
ています。プロバイダーを変更するの
はそれほど手間でもないし、コストも意
外にかかりません。子どもたちの学びの
可能性を広げるために、最適のプロバ
イダーを選んでほしいと思います」

ICT教育の土台となるネットワーク

　2021年8月に発表された文部科学省
の「GIGAスクール構想に関する各種調
査の結果」によると、自治体の3 ～ 4
割が「動画視聴時に映像が乱れる」「ク
ラスでオンラインの教材にアクセスでき
ない」と回答。その他にも「校内でテレ
ビ会議を利用するとフリーズする」「特
定の時間や場所でアクセスできない」

などという声が上っている。
　GIGAスクール構想は、いよいよ1人
１台端末の本格活用期を迎える。デジ
タル教科書の使用や動画の視聴など、
インターネットへのアクセスがさらに増
えようとしている今、「果たして授業を
円滑に進められるのか」と不安を抱く教
育関係者は少なくない。
　こうした状況を前に、「ICT教育の成
果を上げるためには、何よりもネット
ワーク環境の整備が大切」とあらため

て強調するのは、佐賀県で教育ICT環
境のコンサルティング・整備事業を展
開するIndicators of future合同会社 
代表の宮原知行氏である。
　株式会社グローバル・パートナーズ・
テクノロジー（URL https://gptech.jp　
IT調達ナビ https://gptech.jp/articles）
のコンサルタントとしてもICT環境の整
備に従事している宮原氏は、2023年6
月まで久留米市教育委員会 教育ICT推
進課主任主事として同市の先進的なICT
化を主導してきた。
　その経験を踏まえて宮原氏は、「光回
線、プロバイダー、そして学校内のネッ
トワーク環境（LAN配線、ルーター、
アクセスポイントなど）をきちんと整備
することが、ICT教育の前提条件となり
ます。ネットワークという土台があって
こそ、端末はスムーズに動き出すから
です」と話す。

トライアルの結果、BELLNET に

　宮原氏はGIGAスクール構想発表時
の2019年、ネットワーク環境について
記された文部科学省の仕様書を読んだ
ところ、大きく三つの問題点を懸念した
という。一つは、学内と学外を分けた境
界分離型のセキュリティではアクセス
が集中して通信が詰まってしまうこと。
二つ目は、ネットワーク製品を含めた機
器のスペックが不十分ではないかとい
うこと。そして三つ目は、ネットワーク
環境に対するテスト仕様が示されてい

GIGAスクール構想による1人1台端末の整備が進む一方で、学校現場ではさまざまな課題が浮上している。その一つがネッ
トワーク環境の不具合だ。そうしたなか、適切なネットワーク環境を早期から構築していた福岡県久留米市が「BELLNET」
を選んだのはなぜか。そのポイントを探った。

求められるICT環境アセスメント
学校向けインターネットへの変更で
未来の学びを支える
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【参考】久留米市の学習系ネットワーク環境（GIGA環境）

ネットワーク環境整備は、
下記の3つが重要
①適切なISP(プロバイダ)の選定
②適切な機器の選定
③適切なネットワーク構成の検討
（セキュリテイ環境含む）

学校に選択されるBELLNET

ベルウッド株式会社
代表取締役
鈴木慎也氏

GMOインターネットグループ株式会社
事業統括本部 アクセス事業本部
アライアンス事業部長
高田幸一氏

Indicators of future合同会社
代表 宮原知行氏
https://sites.google.com/view/
indicators-of-future
indicators.of.future@gmail.com


